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01_ 統合一周年を迎えて
（財)石炭エネルギーセンター理事長　安藤勝良

02_ クリーン開発と気候に関するアジア太平洋パートナーシップ
第1回閣僚会合結果について
経済産業省 【（財)石炭エネルギーセンター編集】

12_ 石炭技術最前線
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における経験を共有するための場を準備していくこ
ととする。

よりクリーンな化石エネルギータスク
フォース
議長:オーストラリア
副議長:中国
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3.セミナープログラム
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メモ発電所は、運開後、環境対応を行わなかった

結果、1992年10月に近隣の住民700人以上が呼吸系障

害を起こす等のSoxや煤じんによる公害問題を引き起

こした発電所であるが、その後、日本企業等からの

環境装置の導入により、改善されている。現在総設
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５.保安状況
最近の保安実績を表５に示す。死亡者数は毎年２０人程
度で推移しており、百万トン当たり死亡率は1から2程度
である。
1999年が突出して死亡者数が多いのは、Mao Khe炭鉱で
のガス爆発事故にて一度に19名の死亡者を出したためで
ある。2002年も死亡者が多いが、これは1回の事故により
複数の死亡者が発生する事故(Mao Khe炭鉱崩落3名、Nam
Mau炭鉱崩落3名、Suoi Lai炭鉱ガス爆発7名、909炭鉱ガス
爆発6名)が多発したためである。
2002年から2004年の坑内掘炭鉱の事由別死亡者数を表6
に示す。落盤・落石災害がどの年においても多発している。
ガス爆発は毎年発生しているわけではないが、発生すると
多くの死亡者を出している。2004年の特徴としては、運搬
災害が多発しており、4名もの死亡者を出してしまったと
いうことである。

６.マスタープラン
2003年に首相が承認した石炭開発マスタープランによる
生産量は以下の通りである。

2005年:1600-1700万トン、2010年:2300-2400万トン
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